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 研究実績の概要

本研究では、本学本科生1年生および5年生において、英文作成において必要なスキル向上のため
の指導について検討した。1年生においては中学レベルの学習内容の再定着の目的も込めて、日本語
の意味にあう語順に英単語・熟語を並べ替える語句整序に取り組ませ、英語の「語順」に慣れさせ
るという指導をして、授業で取り組ませた課題については、授業中に文法的エラーのある箇所を指
摘し、例文を提示して文法構造を解説するなどを繰り返してフィードバックを与えた。
5年生においては、高専入学後に学習し、高学年で扱う文法の復習と、今後、学生が研究発表等で

執筆が必要となるアブストラクト等の英語にも対応できる文法力の向上を目的として、語句整序問
題に取り組ませ、添削の際にエラー箇所を指摘し、修正させる指導を繰り返したが、低学年に比し
て授業時数が少ないことを計画時に誤算し、十分な指導を施すことができず、1年生での指導に重点
をおくことに、年度途中に計画を変更した。とはいえ、学生からは通年で取り組みたかったという
声も聞かれ、有益な教育実践を行うことができたように考える。

本研究にかんする論考は、令和5年度中にまとめる予定である。なお、令和4年度の成果として、
研究期間内に取得した研究費にて購入した多くの良質な研究書を参照しつつ、以下の査読つき論文
を発表することができた。
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